
事故・トラブル対応事例事故・トラブル対応事例�

１． はじめに

北陸地方整備局は，新潟・富山・石川および山

形県・福島県・長野県・岐阜県・福井県の一部地

域の直轄事業を担当しています。

工事事故発生状況は，平成１８年まで増加傾向で

あった発生件数が，平成１９年には減少傾向に転じ

たかに見えましたが，本年上半期の工事事故発生

件数は，近年５カ年で２番目に多く発生し，増加

傾向にあることから再発防止対策の徹底を図って

いるところです。

本稿では，平成２０年（上半期）の工事事故発生

状況とその特徴，防止対策の取り組みの一部を紹

介します。

２． 平成２０年の工事事故発生状況

! 事故発生状況の推移

今年上半期（１～６月）の工事事故発生件数

（全報告数）は６８件（対前年は６月末で５２件発生）

で，対前年に比べ１６件（約３０％）増加しています

（図―１参照）。

事故の種類別では，平成１９年に労働災害・公衆

災害が減少していますが，交通事故は増加しまし

た。

また，平成１７年以降公衆災害が最も多くなって

いる傾向は，今年も同様です（図―２参照）。

北陸地方整備局管内の工事事故
発生状況と対策について

国土交通省北陸地方整備局企画部
やまもと ます と

工事検査官 山本 益人

図―１ 事故発生状況の推移（全報告数H１６～２０年）
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" 対前年月別累計発生状況

月別の発生状況を平成１９年と比較しますと，各

月すべて増加しており特に２月は，今年最大の発

生件数となっています（図―３参照）。

３． 平成２０年に発生した事故の事例

! 事故事例１（労働災害）

! 工事概要（道路改良工事）

プレキャストBOX：７カ所

路体盛土：１７，０００m3

図―２ 種類別事故発生状況の推移（H１６～H２０）

図―３ 対前年月別累計事故発生件数（全報告数H１９・H２０年）

〈実施した安全対策〉
元請（店社）職員および下請業者（各責任者）を交え，安全訓練（再発防止）検討会を実施。
! 作業手順書を見直し，風に対する作業基準・対策，現地に吹流しおよび風速計を常備する。
" 足場工の控え設置個所を追加する。

事故事例―１（労働災害）
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事故事例―２（公衆災害）

〈実施した安全対策〉
全作業員を集め，事故報告と今後の対応方針について周知徹底を行った。
! 作業手順書の見直しを行い，オペレータと見張員の指示方法について確認をした。
" 架空線近くで作業する場合の作業方法の確認をした。

" 事故の概要

プレキャストBOX設置に伴い，先行して昇降

設備を設置するため枠組み足場を設置していた。

３段組立完了後，転倒防止の控えを設置作業中突

風が発生し足場が転倒し，逃げ遅れた被災者が掘

削法面と倒れてきた足場の間に挟まれ被災した。

" 事故事例２（公衆災害）

! 工事概要（舗装工事）

一般国道バイパス２期線の舗装工事：５００m

" 事故の概要

排水桝付近の法面整形を行おうとして，バック

ホウを移動中にアームで上空にあるNTT回線を

切断した。

４． 発注者による事故防止対策

北陸地方整備局では，工事発注時点で事故の比

率が高い公衆災害について，事前に確認し設計図

書に生かすよう，「条件明示の手引き」によりチ

ェックするよう支援しています。

その他，各事務所への指導・通知内容と，事務

所の取り組み状況の一部を紹介します。

! 北陸地方整備局から管内事務所への文書通

知

「建設工事における事故防止の一層の徹底につ

いて」（平成２０年８月５日 事務連絡）

○平成２０年上半期における公衆災害等多発を踏ま

えた取り組み

１） 公衆災害（事故全体の５０％）の再発防止

! 請負者と監督員および占用者物件担当者と

の協議の実施

" 架空線・地下埋設物の事前調査（試掘等含

む）の徹底

２） 労働災害（事故全体の３１％）の再発防止

! 建設機械の転倒・接触防止のための安全通

路確保・明示，高さ制限施設の設置

" 熱中症防止のための作業員の体調管理と休

憩施設の充実

# 電動工具の取り扱いに関する教育および点

検

３） 交通事故（事故全体の１９％）の再発防止

! 第三者災害防止のための標識・看板類の再

点検

" 警備業法に基づく交通誘導員の確実な配置

通知を受けた各事務所は，独自の事故防止対

策を実施するよう求めています。
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! 事務所独自の取り組み（事例紹介）

○事務所管内の建設工事における事故防止の徹底

についての対応

○緊急安全パトロール等を実施し，事故防止のよ

り一層の徹底を図る。

１） 文書通知：「建設工事における事故防止の一

層の徹底について」（平成２０年８月５日 事務

連絡）

! 総括監督員から主任監督員あてに発出（平

成２０年８月７日 事務連絡）

" 総括監督員から各工事の現場代理人あてに

発出（留意事項：平成２０年８月７日 通知）

２） 緊急安全パトロールの実施

! 日 時：第１陣２班 平成２０年８月８日

（金）８ :３０～１７:１５

：第２陣１班 平成２０年８月１１日

（月）８ :３０～１７:１５

" パトロール個所：現在工事中の工事（単価

契約工事は除く）

A班：１７工事，B班：２１工事，C班：５工事

３） 体 制：各班は事務所課長級以上および主任

監督員の４人体制を基本

４） パトロール内容：各工事現場において，局通

知文の留意事項について重点点検の実施

５） 総括監督員からの通知文を現場代理人に直接

手渡し周知徹底を図る

" 事務所管内工事安全対策協議会幹事会での

再度周知

１） 日 時：平成２０年８月２５日（火）

２） 場 所：事務所大会議室

３） 内 容：通知文による再周知

# 現場代理人との意見交換会の実施

「現場の声を聞く会」を現場の第一線で活躍さ

れている現場代理人や監理（主任）技術者と発注

者との意見交換会を開催

１） 日 時：平成２０年７月２９日（火）

２） 場 所：ながおか市民センター会議室

３） 内 容：現場で一番困っていること

（事例）・材料高騰による物価資料乖離

・協議に時間を要したため工期が心配

写真 緊急安全パトロール状況
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５． 工事連携会議等による公衆災害
防止対策

北陸地方整備局管内における昨年の公衆災害

は，全体の約５割を占めています。このため，発

注者，施工者，設計コンサルタントを対象とした

「工事連携会議」を全工事対象可能としていま

す。

設計時の占用物件調査や支障移転に必要な調査

結果で不備等があった場合，追加調査を実施して

います。また，調査費用等についても協議し必要

な場合は変更対象としています。

最近では，ケーブル損傷事故防止PR用パンフ

を管内の施工業者に配布する等，占用者との連携

を強化しています（例１参照）。

６． おわりに

北陸地方整備局管内における工事事故の発生状

況と工事事故防止対策に関する取り組み状況を紹

介しました。

現在の建設業を取り巻く環境は，公共事業費の

抑制や建設資材の高騰等に伴い，きわめて厳しい

状況にあります。

このため北陸地方整備局では，適正な契約手続

きを確保するため，「設計変更ガイドライン」や

「条件明示の手引き」「設計図書の照査ガイドライ

ン」および「工事の一時中止に係るガイドライ

ン」各種指針の作成等さまざまな取り組みを行っ

ております。

発注者として事故防止対策をより一層推進する

ためには，日頃のパトロールのみならず，工事事

故を引き起こす背景として，低入札工事や資材価

格の高騰等の影響が「安全」に対してしわ寄せさ

れることのないよう，施工体制や下請契約等につ

いても点検・指導していくことが重要であると考

えています。

例１ KDDI金沢テクニカルセンターのパンフ
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